
「
潟

」

に

つ

い

て

辻

寧

昭

与

え

ら

れ

た
標

題

は

「
潟

湖
」

に

つ

い
て

で
あ

っ
た

が
、

地
学

辞

典

及

び
関

連

図
書

に
よ

る
と

、
「海

岸

に
あ

る
浅

い
沼

・
湖

な

ど

の

こ
と

を
潟

と

い
う

θ

と

あ

り

、
潟

に
は

湖

の
意

味

が
含

ま

れ

て

い
る

の
で

、
こ
こ

で

は

「
潟
」

と

し

た
。

ま

た

、似

た

よ
う

な
意

味

で

「
海
跡

湖

」

と

い
う

用

語

も

用

い
ら

れ

て

い
る

が

、

成

因

か
ら

い
え

ば

異
な

る

も

の

で
あ

る
。

し

か

し

、
同

じ

湖

に

つ
い
て

も
潟

を

用

い

た
り

、

海

跡
湖

を

用

い
た
り

し

て

い
る

こ
と

が
あ

り

、

成
因

が

単

純

で
な

い
の

で
厳

密

に
区

別

す

る

こ

と
は

む
ず

か
し

い
。

潟

と

は

「
潟

」
と
は
海
岸

で
海

の

一
部
が
砂
噛
や
砂

州
な
ど
に
よ

っ
て
外
海
と
断
た
れ
て
湖
沼
と
な

っ
た
も

の
。

と
な

っ
て

い
る
。
潟

の

一
般
的
変
遷
と
し

て
、
最
初

は
湖

口
を
持
ち
、
海
水

が
流
入
し
て
お
り
塩

分
濃
度
は
外
海
と
ほ
と
ん
ど
変
り
が
な

い

(鰍
水
湖
)
が
、
や
が
て
湖
口
が
閉
塞
し

て
外
海
と
完
全
に

断
た
れ
る
よ
う

に
な

る
。
そ
う
な
る
と
河
川
水
等

の
流
入
に
よ

っ
て
、
だ
ん
だ
ん
塩
分
濃
度

は
減
少
し

て
汽
水
湖
と
な
り
、
さ
ら
に
淡
水
湖
と
な
る
。

こ
の
間
に
河
川
水
等
に
よ

っ
て
運
ば
れ
た
土
砂
等

の
堆

積
物
や
、
湖
内
で
の
生
物
生
産
活
動
等

の
堆
積

に
よ

っ
て
湖
は
だ
ん
だ
ん
浅
く
な
り
、
や
が
て
は
周
辺

部

か
ら
陸
上
植
物
等

の
侵
入
に
よ

っ
て
、
沼
か
ら
沼
澤
と
な
り
、
さ
ら
に
は
湿
原

と
な

っ
て
最
後
は
平

地
に
な
る
。

し
か
し

、
潟
は

一
坦
外
海
と
断
た
れ
た
後
も
、
外
海
と
の
境
界
は
低

い
砂
丘
と
な

っ
て
い

る
場
合
が
多

い
の
で
、
河
川
水
等

の
流
入
に
よ

っ
て
潟
の
水
面
が
上
昇
し
、
そ
の
水
圧
や
時
化
等

に
よ

っ
て
境
界

が
決
壊
し
て
、
再
び
外
海
と
交
流
を
持

っ
た
り
、
ま
た
、
人
為
的
に
掘
削
開
口
さ
せ
て
、
強

制
的
に
外
海
と
交
流
を
持
た
せ
る
場
合
も
あ

る
の
で
、
変
遷
過
程
は
複
雑
に
な
る
場
合
が
多

い
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸

に
は
大
小
合
せ
て
四
〇
以
上

の
潟
が
あ
り
、
先

に
述

べ
た
各
種
段
階

の
湖
沼
が

存
在
す

る
の
で
、
潟
の
研
究
に
は
格
好

の
場
で
あ
る
。
特

に
網
走
支
庁
管
内
に
多

い

(
図
)
。
ま
た
、

小
向
湖
、

シ
ブ
ノ
ツ
ナ
イ
湖
、
サ

ロ
マ
湖
、
能
取
湖
、
網
走
湖
、
藻
琴
湖
、
濤
沸
湖
な
ど
で
は
漁
業
生

産
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
特
に
、
サ

ロ
マ
湖
、
能
取
湖
、
網
走
湖
で
は
生
産
が
大
き

い
。
潟
は
波
浪
が

弱

い
こ
と
も
あ

っ
て
増
養
殖
の
手
段
も
構
じ
や
す
く
、
こ
れ
ら

の
三
湖
は
面
積
も
広
く
水
深
も
適
当
で

栄
養

塩
類
も
豊
富

な
の
で
、
単
な
る
生
産

面
だ
け

で
な
く
、
増
養
殖

の
基
地
と
し
て
、
ま
た
、
種
苗
生

産
、
供
給

の
う

え
か
ら
も
水
産
業
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
中
で
も

サ

ロ
マ
湖

は
ホ
タ
テ
ガ

イ
種
苗
供
給

の
基

地
と
し
て
、
ま
た
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖

の
発
祥

の
地
と
し
て
有
名
で
あ

る
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
の
湖
沼
の
形
成

花
粉
、
プ
ラ

ン
ク
ト

ン
な
ど
の
沈
降
堆
積
物

の
調
査
、
地
質
学
的
調
査
、
考
古
学
的
調
査
結
果
を
総

合
し
て
、
個

々
に
は
多

少
の
違

い
が
あ
る
が
、大
き
く
ま
と
め
る
と
、
洪
積
世
か
ら
沖
積
世

の
初
葉

(先

土
器
時
代

)
は
、
海
水
準
が
現
在
よ
り
二
〇
～
三
〇

m
低
く
、
こ
れ
ら

の
沿
岸
湖
は
そ
れ
ぞ
れ
河
川
下

流
部
の
低
湿
地
帯

を
形
成
し
て
い
た
。

つ
い
で
縄
文
時
代

の
早
期
末
葉
か
ら
前
期
に
か
け

て
後
氷
期
海

進

(
縄
文
海
進
)
が
お
こ
り
、
海
水
準
は
現
在
よ
り
二
～
六

m
高
く
な

っ
た
た
め
、
低
湿
地
帯
は
海
面

下
に
没
し

「
カ
キ
海
湾
時
代
」

と
な

ハ.
た
。

こ
の
時
代
は
遺
跡
の
貝
の
種
類
か
ら
現
在
の
松
島

湾
位

の

環
境
程
度
に
温
暖

で
あ

っ
た
。

即



図 オホーツク海沿岸の主な潟

そ
の
後
、
縄
文
中
期
以
降

は
海
水
準

が
降
り
、湾

口
部
は
砂
嚇
や
砂
州
な
ど
で
閉
さ
れ
て
汽
水
化
が
進

み
、
ま
た
、
水
温
も
降
下
し

て
「
シ
ジ
ミ
湖
時
代
」
と
な

っ
た
が
、
海
水
準
は
現
在
と
殆

ど
同
じ
状
態

で
あ

っ
た
。
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
以
下
、
主
な
潟
に

つ
い
て
漁
業
生
産
を
主
体
に
概
略
を
述

べ
て
み
よ
う
。

サ

ロ

マ

湖

ほ
ほ
長
方
形

で
周
囲
七
二
㎞
、
面
積

一
五
〇

・
二
九
平
方
㎞

の
広
さ
を
持
ち
我
国

で
二
番
目
に
大
き

い
湖

で
あ

る

(
潟

で
は

一
番
大
き

い
)
。
最
大
水
深
は

一
九

・
五

m
、
平
均
水
深
八

・
七

m
の
鰍
水
湖

で
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
と
は
幅

一
五
〇
～

一
〇
〇
〇

m
、高
さ
三
～

一
六

m
の
砂
丘

で
隔
て
ら
れ
て
お
り
、

二
つ
の
湖

口
を
持

っ
て
常

に
外
海
と
交
流
し
て
い
る
。

一
つ
の
湖

口
は
湧
別
町
側

(
実
際
に
は
常
呂
町

こ
の
こ
と
は
後

に
述

べ
る
)
に
、
も
う

一
つ
の
湖

口
は
常
呂
町
側
に
あ
る
。
通
常
十
二
月
上
旬

か
ら
結
氷
を
始

め
十
二
月
下
旬

～

一
月
上
旬
に
全
面
が
結
氷
す
る
。
氷
の
厚
さ
は
○

・
六

m
に
達
し
、

四
月
中
旬
に
解
氷
す

る
。

先
に
記
し
た
オ
ホ
ー

ツ
ク
海
沿
岸

の
湖
沼
形
成
過
程
で
、
サ

ロ
マ
湖
は
サ

ロ
マ
低
湿

地
時
代
、
古
サ

ロ
マ
湾
時
代
、
古

サ

ロ
マ
湖
時
代
、
サ

ロ
マ
湖
時
代
を
経
て
現
湖
が
形
成
さ
れ
た
。

サ

ロ
マ
低
湿
地
帯

は
縄
文
海
進
に
よ
る
海
水
準

の
上
昇

に
よ

っ
て
水
没
し
、
古
サ

ロ
マ
湾

と
な
る
が
、

現
在
の
キ

ム
ア
ネ

ッ
プ
崎
と
福
島
番
屋
を
結

ぶ
線
が
陸
続
き

で
岬
と
な

っ
て
い
て
大

(西
側
)
小

(
東

側
)
二

つ
の
湾

と
な

っ
て
い
た
。
暖
海
種
の
生
息

が
見
ら
れ

マ
ガ
キ
、
ハ
マ
グ
リ
、
ア
カ

ニ
シ
、
ア
サ

リ
等
が
多
産
し

て
い
た
。

古
サ

ロ
マ
湾
は
海
水
準
が
低
下
し
て
行
く
過
程
で
湾

口
と
岬
を
中
心
と
し
て
砂
州
が
形
成
さ
れ
て
古

サ

ロ
マ
湖
と
な

っ
た
が
、
古
サ

ロ
マ
湖
は
現
在

の
キ

ム
ア
ネ

ッ
プ
崎
と
福
島
番
屋
を
結
ぶ
段
丘
堆
積
物

に
よ

っ
て
、
東
西
二

つ
の
湖
に
分
か
れ
て
お
り
西
側

は
大
き
く
て
外
海
と
完
全
に
隔
離
さ
れ
て
い
た
が
、

東
側
は
小
さ
く
て
外

海
と
通
じ
て
い
た
。

現
在

の
サ

ロ
マ
湖
は

一
つ
に
な

っ
て
い
る
が
、
東
西
二

つ
の

盆
湖
に
分
か
れ
て
お
り
、
最
深
部

が
西
盆
湖
で

一
九

・
五

m
、
東
盆
湖
で

一
二

m
と
な

っ
て
い
る
が
、

こ
の
水
深

の
違

い
は
こ
の
時
代
の
堆
積
物
量

の
差
に
よ
る
も

の
と

い
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
キ

ム
ア
ネ

ッ
プ
崎
と
福
島
番
屋
を
結

ぶ
線
は
現
在
浅
瀬
と
な

っ
て
残

っ
て
い
る
。

こ
の
時
代
は
汽
水
化
が
進

む
と

共
に
水
温
も
低

下
し

て
行
き
、
暖
海
種
の
中

で
も
耐
温
範
囲

の
高

い
ハ
マ
グ
リ
、
ア
カ

ニ
シ
な
ど
は
滅

亡
し
た
が
、
耐
温
範
囲
が
低

い
マ
ガ
キ
、
ア
サ
リ
等

は
な

お
繁
殖
を
続
け
た
。

そ
の
後
、
古
サ

ロ
マ
湖
を
東
西
二

つ
に
分
け
て

い
た
段
丘
堆
積
物
は
波
浪
、
湾
流
及

び
融
雪
期

の
増



水
に
よ

っ
て
侵
食
を
受
け
、
細
く
か
つ
低
く
な

っ
て
行

っ
た
。
東
湖
は
錨
沸
付
近
に
湖
口
が
形
成
さ
れ

て
い
て
外
海
と
通
じ
て

い
た
が
、
西
湖
は
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
の
で
、
融
雪
期
に
は
東
西
両
湖
で
水
位
差

を
生
じ
、
西
湖
の
増
水
し
た
湖
水
が
キ

ム
ア
ネ

ッ
プ
崎
と
福
島
番
屋

の
間
を
越
え
て
東
湖

へ
流
れ
込
み
、

侵
食
は
益

々
促
進
さ
れ
て

一
つ
の
湖
と
な
り
、
サ

ロ
マ
湖
時
代
と
な
る
。

こ
の
時

の
水
位
落
差
は
二
～

四

m
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

サ

ロ
マ
湖
時
代

に
な
る
と
錨
沸
付
近

に
湖

口
を
持

つ
汽
水
湖
と
な
る
が
、
沿
岸
流

に
よ

っ
て
湖

口
付

近

に
漂
砂

の
堆
積

が
進
み
、
秋
に
は
時
化

に
よ
る
打
上
げ
砂

で
湖

口
が
閉
塞
す
る
よ
う
に
な
り
、
春
に

は
融
雪
期

の
増
水

に
よ
り
、
湖
面
は
上
昇
し
て
遂
に
は
氾
濫
し
て
自
然
に
湖

口
が
開
削
さ
れ
る
状
態
を

繰
り
返
す
よ
う
に
な
る
。
ア
サ
リ
は
衰
退
す

る
が
、

マ
ガ
キ
は
繁
殖
を
続
け
て
大
き
な
カ
キ
礁

(
カ
キ

島

)
を
作

っ
た
。

現
在

で
も
栄
浦

の
こ
と
を
カ
キ
島

と

い
っ
て
い
る
人
が

い
る
。

明
治
時
代
に
入
り
、
入
植

が
始
ま
る
と
サ

ロ
マ
湖
付
近
の
畑
地

へ
の
浸
水
防
止
と
湖
を
漁
港
と
し
て

利
用
す
る
た
め
に
、
人
工
的
に
湖

口
掘
削
を
行
う
よ
う

仁
な

っ
た
。

こ
の
湖
口
は
東
端

の
錨
沸
付
近
に

造
ら
れ

た
が
、
狭

い
上
に
浅
か

っ
た
の
で
湖
水

の
循
還
交
流
は
極
め
て
悪

か

っ
た
。

秋
に
な
る
と
自
然

に
閉
塞
し
春
に
な
る
と
人
為
的

に
掘
削

開
口
さ

せ
る
状
態
を
繰
り
返
し
て

い
た
。
カ
キ
は
依
然
と
し

て

繁
殖
を
続
け
て
重
要
な
漁
業
資
源
と
な

っ
て
い
た
。

ま
た
、
湖
口
近
く
に
は
寒
海
性
の
ホ
タ
テ
ガ
イ

の

侵
入

(生
息
)
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。

こ
の
頃

カ
キ
の
他

に
も
サ
ヶ
、

マ
ス
、
カ
レ
イ
、
キ
ウ

リ
ウ

オ
、

ソ
イ
、
ボ
ラ
、
フ
グ
、
チ
カ
、

ニ
シ
ン
、

コ
マ
イ
、
イ
ト
ウ
な
ど
淡
水

に
関
係

の
深

い
魚
類

が
曲豆
富

で
漁
獲
さ
れ
て
い
た
。

所
が
湖

口
よ
り
遠

い
湧
別
側

で
は
水
質
も
悪
く
、
外
海
に
出
る

の
に
不
便
な

こ
と
か
ら
湧
別
側
に
湖

口
掘
削
を
何
度
も
試

み
、
昭
和
四
年
四
月
十
七

日
に

つ
い
に
悲
願
を
達
成
し
て
、
東
端
の
湖

口
掘
削

に

先
立

っ
て
開
口
に
成
功
し
た
。

こ
の
新

湖
口
は
潮
流
の
勢

い
で
次
第

に
拡
大
さ
れ
て
幅
員
二
〇
〇

m
以

上
水
深
五

～
七

m
に
達
し
て
最
早
冬
季
も
閉
塞
す
る

こ
と
な
く
、
周
年
開

口
の
状
態
に
な

っ
た
。

一
方
、

東
側

の
湖

口
は

こ
れ
以
来
開
口
し
た

こ
と
は
な

い
。

湧
別
町
三
里
番
屋

に
開
口
さ
れ
た
新

湖
口
は
、
そ

の
後
幅
員
を
ま
す
ま
す
拡
げ
る
と
共
に
、
粘
土
層

も
突
き
破

っ
て
水
深
を
増
し
、
現
在

で
は
水
深

二
五

m
以
上
に
達
し

て
い
る
。

こ
の
た
め
湖
水

の
交
換

が
急
速

に
進
み
、
汽
水
湖
か
ら
繊
水
湖
に
変

っ
た
。
ま
た
、
夏
季

の
水
温
上
昇
も
抑
え
ら
れ
る
よ
う
に

な

っ
た
。

こ
の
環
境
変
化
で
今
ま
で
栄
え
て

い
た

マ
ガ
キ
は
急
速
に
衰
退
し
、
代

っ
て
ホ
タ
テ
ガ
イ
が

繁
殖
す

る
よ
う
に
な

っ
た
。
ま
た
、
水
族
は
種
類
も
量
も
さ
ら
に
曲豆
富

に
な

っ
て
き
た
。

環
境
が
改
善
さ
れ
、
生
産
力
が
高
ま

っ
た
サ

ロ
マ
湖
で
は
、
い
ろ

い
ろ
な
増
養
殖
試
験
が
試
み
ら
れ
、

そ
の
多
く
は
成
功
し
事
業
化

に
結
び

つ
い
て
、
増
養
殖

の

一
大
基
地

と
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、
試
験
に

成
功
し
、

一
時
事
業
化
し

た
が
現
在
は
事
情
に
よ
り
中
断
し
て

い
る
も

の
も
あ
る
が
、

こ
れ
ら
は
潜
在

力
と
し
て
大
き
な
蓄

え
で
あ

る
。

な
お
、
先

に
述

べ
た
新

湖
口
は
当
初
湧
別
町
と
常
呂
町
と
の
境
界

と
な

っ
て
い
た
が
、
湖
口
の
東
側

が
侵
食
さ
れ
、
西
側
に
堆
積

さ
れ
る
現
象

が
見
ら
れ
、

こ
の
た
め
湖

口
は
徐

々
に
東
側
に
移
動
し

て
い

る
。

現
在
で
は
当
初
よ
り
五
〇
〇

m
以
上
東

に
寄

っ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
湖
口
を
挾
ん
で
向

い
側

に
常
呂
町
の
土
地
が
あ
る

こ
と
に
な

る
。

増
養
殖
事
業

が
ま
す
ま
す

進
ん
で

(
特
に
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
)
、
過
密

の
問
題
、
富
栄
養
化
に
よ
る

赤
潮

の
発
生
、
環
境

の
悪
化
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
大
量
敵
死
死
な
ど
が
起
き
、

一
層

の
環
境
改
善
を
目
指
し

て
第
二
湖

口
掘
削

の
気
運
が
昭
和
四
十
年
代

の
前
半
か
ら
高
ま

っ
て
来

た
。

こ
の
事
業
は
慎
重
な
調
査

を
基
に
設
計
さ
れ
て
、
サ

ロ
マ
湖
地
区
浅
海
漁
場
開
発
事
業
と
し
て
昭
和
四
十
八
年
度

に
着
工
し
た
。

そ
し
て
、
昭
和
五
十
三
年
十
二
月
に
幅
員
五
〇

m
、
水
深
五

m
の
第
二
湖

口
の
完
成
を
見
た
。

こ
の
よ

う

に
し
て
、
最
初

に
記
し
た
よ
う

に
サ

ロ
マ
湖
は
現
在
、常

呂
町
七
里

に
で
き
た
第
二
湖
口
(新
湖
口
)

と
湧
別
側
の
現
湖
口

(
旧
湖

口
)
の
二
個
所
で
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
と
交
流
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ホ
タ
テ
ガ
イ
は
全
道
各
地

の
沿
岸

及
び
東
北
地
方
で
も
生
産
さ
れ
、
.年
間
生
産
量
は
二
〇
万
ト

ン
を

既

に
越
え
て
、
今
や

コ
ン
ブ
と
共
に
本
道
水
産
増
養
殖
の
花
形
と
な

っ
て

い
る
が
、
こ
の
隆
盛
に
当

っ

て
サ

ロ
マ
湖

の
果
し

た
役
割
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。

サ

ロ
マ
湖

で
は
昭
和
九
年
か
ら
ホ
タ
テ
ガ
イ
の

天
然
採
苗
試
験
を
行

い
、

こ
の
成
功

は
や
が
て
全
道
各
地
は
も
と
よ
り
青
森
県
ま

で
ホ
タ
テ
ガ
イ

の
種

苗
を
供
給
す
る
よ
う

に
な

っ
た
。
と

い
っ
て
も
当
時
は
技
術

が
確
立
し
て
お
ら
ず
不
安
定

で
あ

っ
た
。

昭
和
四
十
年
代
に
な

る
と
ホ
タ
テ
ガ
イ

の
生
態
も
ほ
ぼ
明
ら

か
に
な
り
、
そ
れ
に
伴

っ
て
技
術

に
も

改
善
が
加
え
ら
れ
、
今
日
見
ら
れ
る
よ
う

な
天
然
採
苗
-
中
間
育
成
-
養
殖

・
漁
場
放
流
-
生
産

と

い

う

一
連
の
技
術
の
基
礎
が
確
立
し
、
さ
ら
に
改
良
が
加
わ

っ
て
今
日
の
隆
盛
を
見
て

い
る
の
で
あ
る
。そ

し

て
、

こ
れ
ら
は
全

て
サ

ロ
マ
湖
及
び
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
で
の
試
験
と
事
業

が
基
礎
と
な

っ
て
い
る
の
で

あ

る
。

}

サ

ロ
マ
湖
で
は
ホ
タ
テ
ガ
イ
稚
貝
を
第
二
湖

口
掘
削
前
に
は
五
億
粒
、
掘
削
後
に
は
七
億
粒

を
毎
年

生
産
し
、

一
部
は
湖
内
で

の
養
殖
、

一
部
は
外
海
の
漁
場
放
流
に
向
け
ら
れ
、
養
殖
貝
は
二
年
後

、
放

流
目
ハは
四
年
後
に
そ
れ
ぞ
れ
成

貝
と
し
て
生
産
を
上
げ

て
い
る
。

ま
た
、
残
り
の
多
く

の
稚
貝
は
種
苗

η



と
し
て
管
外

に
供
給
を
続
け
て

い
る
。

サ

ロ
マ
湖

で
の
養
殖
ホ
タ
テ
ガ
イ

の
生
産

は
昭
和
四
十
年
代

の
後
半

か
ら
技
術
の
確

立
、
進
歩
に
よ

っ
て
急
速

に
伸
び
、
第
二
湖

口
掘
削

の
前
後

(
昭
和
五
十
二
～
五
十
四
年
)
に
は
八
千

ト

ン
台
を
記
録
し

て

い
た
が
、
現
在
は
許
容
量

の
調
査
か
ら
そ
の
七
割
程
度

に
制
限
し
て
い
る
。

サ

ロ
マ
湖

で
の
カ
キ
生
産
は
現
湖

口
掘
削

に
よ
る
天
然
ガ
キ
の
急
速
な
衰
退
に
代

っ
て
、
昭
和
十
年

に
宮
城
県
産

の
種
苗
に
よ
る
養
殖
試
験
が
行

わ
れ
、
こ
の
成
功
に
よ

っ
て
養
殖
生
産
に
切
り
換
え
ら
れ
、

ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
技
術
が
確
立
す
る
ま
で
は
、
サ

ロ
マ
湖

に
お
け
る
養
殖
生
産

の
・王
役
を
な
し

て
い
た
。

こ
の
方
法
は
垂
下
方
式
で
五
月
に
種
苗
を
養
殖
施
設
に
垂
下
し

て
、
十
月
か
ら
生
産
を
開
始
し
て
結
氷

前
に
生
産
を
完
了
す
る
と
い
う
効
率
が
良

い
も

の
で
あ
り
、

一
時
は
千
ト

ン
台
(
む
き
身

)
の
生
産
を
上

げ
て

い
た
が
、
現
在
で
は
百
ト

ン
台

に
制
限
し
て

い
る
。

ホ
タ
テ
ガ
イ
、
カ
キ
が
養
殖
に
有
利
な
点

は
、
稚
仔
が
付
着
性
を
持

っ
て

い
る
の
で
、
天
然
採
苗
が

容
易
に
で
き
た

こ
と
、
餌
料
が
浮
遊
珪
藻
類
が
主
体
な

の
で
養
殖
管
理
中
に
給
餌

の
必
要
が
な

い
こ
と
、

生
長

が
早
く
養
殖
期
間
が
短
く
て
済
む

こ
と
、
給
餌

の
必
要
が
な

い
こ
と
か
ら
漁
場
汚
染

が
少
な

い
こ

と
、
生
産
物

の
価
格
が
高

い
こ
と
な
ど
が
上

げ
ら
れ
る
。

サ

ロ
マ
湖

で
は

こ
の
ほ
か
に
ポ

ッ
カ
イ

エ
ビ
、

エ
ゾ

パ
フ
ン
ウ

ニ
、
サ

ヶ
、

マ
ス
、
ニ
シ

ン
、
チ
カ
、

カ
レ
イ
類
、
キ
ウ
リ
ウ
オ
、
コ
マ
イ
、
ノ
リ
な
ど
多
く

の
種
類

が
増
養
殖
を
含
め
て
生
産

の
対
象
と
な

っ
て
お
り
、

そ
の
総
生
産
は

一
万
ト
ン
に
達
し
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
に

つ
い
て

の
説
明
は
割
愛
す

る
。

ま
た
、
サ

ロ
マ
湖

で
は
現
湖
口
掘
削
以
来

、
理
化
学
環
境
、
生
物
環
境
、
動
物
相

、
植
物
相
、
プ
ラ

ン
ク
ト

ン
な

ど
詳
細
な
資
料
が
あ
る
。
第

二
湖

口
掘
削
後
も

こ
れ
ら
に
つ
い
て
調
査
を
継
続
中

で
あ
り
、

そ
れ
ら
の
変
化
や
第
二
湖
口
掘
削

に
よ
る
効
果
な
ど
に
つ
い
て
は
別

の
機
会
に
報
告
し

た
い
。

な
お
、
サ

ロ
マ
湖
周
辺
に
は
多
く

の
観
光
施
設
や
キ

ャ
ン
プ
場
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
遊
漁
船

に
よ

っ
て
釣
を
楽
し
ん
だ
り
、
潮
干
狩
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

風
光
明
媚
な
所
な

の
で
観
光
的
に

も

レ
ジ

ャ
ー
的
に
も
価
値

の
高

い
こ
と
を
付
記
し

て
お
く
。

能

取

湖

ほ
ぼ
楕
円
形

で
長
軸
九

・
一
六
㎞
、
短
軸
八

・
〇
七
㎞
、
周
囲
三
二

・
○
㎞
、
面
積
五
八

・
五

一
平

方
㎞
、
最
大
水
深
二

一
・
二

m
、
平
均
水
深
八

・
六

m
の
鍼
水
湖

で
、
わ
が
国
で
十
位

の
大
き
さ
で
あ

る
。
通
常

十
二
月
上
旬
に
結
氷
を
始

め
、
下
旬
に
は
全
面
結
氷
し

て
氷
の
厚
さ
は
○

・
六

m
に
達
す
る
。

四
月
中
旬
に
解
氷
す

る
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

と
は
東
北
端
の
湖
口
で
接
し
て
い
る
。

湖

の
形
成
過
程
と
時
期
は
先

に
述

べ
た
サ

ロ
マ
湖
と
同
様

で
あ
り
、
湖

口
の
状
態
等
も
昭
和
四
十
八

年
ま

で
は
、
サ

ロ
マ
湖
の
現
湖
口
が
で
き
る
ま
で
と
同
様
な
状
態

で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
毎
年
十
月

上
旬
に
時
化

に
よ
る
漂
砂
で
湖
口
は
閉
塞
し
、
翌
年
五
月
上
旬

に
人
為
的
に
掘
削
開

口
さ
せ
る
状
態

が

繰
り
返
さ
れ
て
い
た
。
外
海
と

の
交

流
は
悪
く
汽
水
湖
で
あ

っ
た
。

昭
和
四
十
五
年
か
ら
能
取
漁
港
修
築
事
業

の

一
環
と
し
て
、
永
久
湖
口
化

の
工
事
が
開
始
さ
れ
、
昭

和
四
十
九
年
四
月
に
幅
員
二
〇
〇

m
、
水
深
八

m
の
永
久
湖

口
が
完
成
し
た
。

こ
れ
に
よ

っ
て
湖
内
水

と
外
海
水

の
交
流
が
良
く
な
り
、
汽
水
湖
か
ら
餓
永

湖
に
変
る
な
ど
湖
内
環
境
に
変
化
が
生
じ
、
そ
れ

に
伴

っ
て
漁
業
生
産
及
び
生
産
構
造

に
も
変
化
が
見
ら
れ
て
い
る
。

永
久
湖
口
の

一
日
当
り

の
換
水
量

は
三
万
五
千
ト

ン
と
推
定
さ
れ
、
こ
の
値

は
全
湖
水
量

の

一
四

パ

ー

セ
ン
ト
に
当
る
。
永
久
湖
口
掘
削

に
よ
る
理
化
学
的
環
境

の
主
な
変
化
は
、
掘
削
前
は
八
～

一
六

パ

ー
ミ

ル
で
あ

っ
た
塩
素
量
が
、
掘
削
後

に
は

一
八
～

一
九

パ
ー
ミ
ル
と
な
り
外
海
と
差

が
な
く
な

っ
た
。

特
に
湖
岸
域

の
浅
部
で
は
融
雪
期

の
増
水
時
に
淡
水
化
す

る
現
象
が
解
消
さ
れ
た
。
化
学
的
酸
素
要
求

量
が
低
く
な
り
水
質
が
よ
り
清

澄
に
な

っ
た
。
成
層
が
破
壊
さ
れ
て

一
〇

m
以
深
層
に
著
る
し
く
蓄
積

さ
れ
て

い
た
栄
養
塩
類

の
蓄
積
が
認

め
ら
れ
な
く
な
り
、
全
体

に
拡
が

っ
て
生
物
生
産
に
使
わ
れ
て
い

る
。
上
層

の
低
敵
富
酸
素

の
水
と
下
層

の
高
鰍
貧
酸
素

の
水

と
の
二
重
構
造
が
解
消
さ
れ
、
特
に

一
丑

m
以
深

の
無
酸
素
状
態

が
見
ら
れ
な
く
な

っ
た
。
底
質

の
有
機
物
量
と
全
硫
化
物
量
は
減
少
傾
向

が
認

め
ら
れ
て
い
る
。

こ
と
な
ど
で
あ

る
。

生
物
環
境

に
つ
い
て
は
調
査
を
継
続
中

で
充
分
ま
と
ま

っ
て
い
な

い
が
、

一
部
を
紹
介
す
る
と
底
層

及
び
底
質

の
改
善
に
伴

っ
て
、
従
来
存
在
し
て

い
た
無
生
物
域
が
な
く
な
り
、
か
つ
て
の
無
生
物
域
に

昭
和
五
十
二
年
現
在
で
多
毛
類
を
主
構
成
員
と
す

る
底
生
生
物
が
三
五
種
記
録
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
種

類
と
生
息
量
は
年
を
追
う
ご
と
に
増
加

の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

能
取
湖

で
は
永
久
湖

口
掘
削
前

の
状
態
が
よ
く
調

べ
ら
れ

て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
紙
面

の
都
A
口
で

種
名
ま
で
挙
ら
れ
な

い
が
、
プ
ラ

ン
ク
ト

ン
で
は
植
物
性
五
三
種
、
動
物
性
二
二
種
、
動
物
で
は
魚
類

八
三
種
、
甲
殼
類

一
六
種
、
軟
体
動
物

一
七
種
、
棘
皮
動
物

一
〇
種
、
腔
腸
動
物
四
種
、
原
索
動
物

一

種
、
海
産
植
物
で
は
紅
藻
九
種
、
褐
藻

=
二
種
、
緑
藻

一
〇
種
、
被
子
植
物

二
種
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

生
物
相
の
変
化
等
、
生
物
環
境
の
変
化

に
つ
い
て
は
さ
ら
に
調
査
が
進
ん
だ
段
階

で
比
較
検
討
を
行
う

予
定
で
あ

る
。

刀



表 能取湖の:魚種別生産量(ト ン)

状態 年 カレ イ類 ニ シ ン チ カ ホタテガイ ウ 二 そ の 他 合 計

39 40 33 0 一 一 63 136

40 58 40 0 50 一 50 198

41 40 48 1 37 一 32 158

永 42 28 147 2 13 一 51 241

久 43 19 58 0 一 一 45 122

湖 平 均 37.0 65.2 0.6 20.0 48.2 171.0

口
(標 準偏差) (.14.7) (46.7) (0.9) (22.6) (11.2) (48.5)

掘 44 32 134 2 一 一 57 225

削 45 13 144 2 一 一 43 202

前 46 17 135 9 33 一 53 247

(

汽
水

47 4 114 7 57 一 68 250

湖 48 37 21 4 85 一 21 168
)

平 均 20.6 109.6 4.8 35.0 48.4 218.4

(標準 偏差) (13.6) (50.7) (3.1) (36.9) (17.7) (34.2)

10年 平均 28.8 87.4 2.7 27.5 48.3 194.7

(標準 偏差) (15.9) (51.6) (3.1) (29.9) (14.0) (46.8)

49 70 317 2 75 6 3 473

50 61 82 24 116 31 189 503

51 85 26 158 113 10 35 407

永 52 178 76 130 179 5 132 700

久 53 71 193 66 540 48 150 1,068

湖 平 均 93.0 138.8 76.0 204.6 20.0 101.8 634.2

口
(標準偏 差) (48.3). (116.8) (66.9) (191.2) (18.9) (79.2) (263.9)

掘 54 24 169 41 667 48 123 1,072

削 55 71 165 60 1,139 46 156 1,637

後 56 100 21 55 1,123 19 112 1,430

(

薗成
水

57 72 9 65 866 22 485 1,519

湖 58 98 13 85 687 45 213 1,141
)

平 均 73.0 75.4 61.2 896.4 36.0 217.8 1,359.8

(標 準偏差) (30.7) (83.7) (16.0) (227.8) (14.2) (154.4) (243.8)

10年 平均 83.0 107.1 68.6 550.5 28.0 159.8 996.7

(標準偏差) (39.6) (101.5) (46.5) (415.0) (17.9) (130.9) (451.6)

0漁 獲1ト ン 未満 、 一 漁 獲 な し(禁 獲)
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環
境
の
変
化
は
漁
業
生
産
に
も
反
映
し

て
来
た
。
永
久
湖
口
掘
削
前
の
漁
獲
対
象
種
は
主

に
カ
レ
イ

類

(・王
と
し
て
ク

ロ
ガ

シ
ラ
)
と

ニ
シ

ン
で
他
に

コ
マ
イ
、
チ
カ
、
サ
ヨ
リ
、
メ
ナ
ダ
、
キ
ウ
リ
ウ
オ
、

カ
キ
、
ツ
ブ
類

(主
と
し
て
ヒ
メ
エ
ゾ

ボ
ラ
)
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
な
ど
で
あ

っ
た
が
、
掘
削
後

は
ホ
タ
テ

ガ
イ
が
主
体
と
な
り
、

ニ
シ

ン
、
カ

レ
イ
類
、
チ

カ
、

エ
ゾ

パ
フ
ン
ウ

ニ
、
ホ

ッ
カ
イ

エ
ビ
、

ツ
ブ
類

が
対
象

と
な
り
、
他
に
年
変
動
が
大
き

い
も
の
の
サ

ヶ
、

マ
ス
、
サ

ン
マ
な
ど
の
回
遊
性
魚
類
も
漁
獲

さ
れ
て
い
る
。

能
取
湖

の
主
な
魚
種
に

つ
い
て
永
久
湖

口
掘
削
前
後
1.
年

の
漁
獲
生
産
量
を
表
に
示
し

た
。
掘
削
の

前
後

で
比
較
す
る
と
、
総
生
産
量
で
前
は

一
二
二
～
二
五
〇
ト

ン

(平
均

一
九
五
ト

ン
)、
後
は
四
二
七

～

一
六
三
七
ト
ン

(
平
均
九
九
七
ト

ン
)
で
二
～
八
倍

(平
均
互
倍

)
と
飛
躍
的
に
増
大
し

て
い
て
、

特

に
近
年

の
増
加
が
著
し

い
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
こ
で
目
立

つ
こ
と
は
ホ
タ
テ
ガ
イ

の
増
大

で
、
掘
削

前

は
生
息
域
も
湖

口
近
く

に
限
ら
れ
資
源
量
が
少
な
く
禁
獲

の
年
も
あ
る
な
ど
、
生
産
量

は

.
三
～
八

五
ト

ン

(
平
均
二
八
ト

ン
)
と
少
な
く
変
動
も
大
き
か

っ
た
が
、
掘
削
後
当
初

は
そ
れ
ほ
ど
生
産
が
伸

び
て
い
な

い
が
五
年
後
か
ら
急
速

に
伸
び
出
し
五
〇
〇
ト

ン
台
か
ら

一
〇
〇
〇
ト

ン
台
に
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
は
ホ
タ
テ
ガ
イ
が
四
年
貝
以
上

で
生
産
対
象
と
な

る
こ
と
に
よ

る
。
特

に
最
近
で
は
平
均
八
九

六
ト

ン
と
以
前

の
三
十
倍
以
上
に
な

っ
て

い
る
。
掘
削
に
よ
り
塩
分
濃
度
が
高
ま
り
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
の

生
息
環
境
に
好
適
な
状
態

と
な
り
、
生
息
域
を
増
し
生
息
密
度
が
高
く
な

っ
た
た
め
で
あ

る
。
母
貝
集

団
が
大
き
く
な

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
天
然
採
苗
も
可
能

と
な
り
現
在

で
は
年
間

一
億
粒
以
上

の
ホ
タ
テ

ガ
イ
稚
貝
を
生
産
し
、
湖
内
及
び
外
海
に
放
流
し
て
資
源
の
維
持
増
大
を
図
る
と
共
に
管
外

に
も
種
苗

の
供
給
を
行

っ
て

い
る
。

ま
た
、
環
境

の
改
善
は

ホ
ッ
キ
ガ
イ

の
生
息
も
可
能

と
し
、
現
在
ま
だ
漁
獲
対
象
と
は
し
て

い
な
い

が
相
当
量
の
生
息

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
稚
貝
も
大
量

に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
将
来

は
ホ
タ
テ
ガ
イ

と
並
ん
で
ホ
ッ
キ
ガ
イ

の
稚
貝
供
給
地
と
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

ウ

ニ
類
は
掘
削
前
は
生
物
学
的
分
布
が
見
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
か

っ
た
が
、
掘
削
後
は
漁
獲

の
対
象

と

な
る
ほ
ど
に
生
息
量

が
多
く
な

っ
て
来
て
い
る
。

直
後

の
五
年
は
平
均

で
二
〇
ト

ン
で
あ

っ
た
が
近
年

の
五
年
で
は
平
均
三
六
ト

ン
と
二
倍
近
く

に
増
加
し
て
来
て

い
る
。
ま
た
、
稚
ウ

ニ
も
大
量
に
出
現
が

見
ら
れ
、
管
外

へ
種
苗

の
供
給
を
行

っ
て
い
る
。

表
に
は
示
さ
な

か
っ
た
が
ポ

ッ
カ
イ

エ
ビ
も
昭
和
五
十
六
年
以
降
生
産
対
象
と
な
り
、
年
間
三
〇
～

四
八
ト

ン
の
生
産
を
挙
げ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

ホ
タ
テ
ガ
イ
、

ホ
ッ
キ
ガ
イ
、
ウ

ニ
類
、
ポ

ッ
カ

イ

エ
ビ
な
ど
は
低
敵
、水
が
生
息
の
大
き
な
制
限
要
因
に
な

っ
て

い
る
の
で
、
本
湖
が
汽
水
湖
か
ら
鰍
水

湖

に
変

っ
た
こ
と
及
び
環
境

の
改
善
が
な
さ
れ

た
こ
と
が
漁
業
生
産

の
う
え
に
も
反
映
し
て

い
る
。

魚
類
に

つ
い
て
は
変
動
が
大
き

い
も
の
の
、
前
後
を
比
較
す
る
と
確
実
に
後

の
生
産

が
増
大
し

て
い

る
。
細
か

い
説
明
は
省
略
す
る
が
昭
和
五
卜
七
年

の
そ
の
他

の
項
目

で
四
八
丑
ト

ン
と
目
立

っ
て
大
き

い
値
は
、
こ
の
中
の
三
五

一
ト

ン
が
サ

ン
マ
で
あ
る

こ
と
を

つ
け
加
え
て
お
く
。

な
お
、
能
取
湖
に
は
浅
部
に
大
量

の
ア
サ
リ

が
生
息
し

て
い
る
。

こ
こ
を
管
理
す

る
西
網
走
漁
業
協

同
組
合
は
ア
サ
リ
に
対
し
て
漁
業
権
を
設
定

せ
ず
市
民
に
解
放
し
て
い
る
の
で
、
網
走
市
民
は
.兀
よ
り

近
郊
か
ら
も
、
ま
た
、
キ

ャ
ン
パ
ー
も
自
由

に
潮
干
狩
を
楽
し
ん
で
い
る
。

い
く
ら
自
由
だ
か
ら
と

い

っ
て
も
乱
獲
せ
ず

に
、
そ
し
て
環
境
を
損

わ
ず
、
大
切
に
利
用
し
て
も
ら

い
た
い
も
の
で
あ
る
。
漁
業

権

の
話
が
出
た

つ
い
で
に
、
漁
民
は
漁
業
権
行
使
規
則
に
し
た
が

っ
て
所
属
漁
業
協

同
組
合

の
管
轄
の

下

に
漁
業
を
営
み
、
か

つ
資
源
保
護

に
努
め
て
い
る

こ
と
を
申
し
添
え
て
ご
理
解
を
得

た
い
。

さ
ら
に
、

サ

ロ
マ
湖
だ
け
は
海
面
漁
業

と
し
て
扱
わ
れ
、
他

の
全
て
の
湖
沼
は
内
水
面
漁
業
と
し
て
扱
わ
れ

て
い

る

こ
と
も
付
記
し

て
お
く
。

ま
た
、
能
取
湖
も

サ

ロ
マ
湖
同
様
観
光
面

で
も
、

レ
ジ
ャ
ー
面
で
も
大

い
に
活
用
さ
れ
て
お
り
、
特

に
秋

の
サ

ン
ゴ
草
祭

は
有
名
な
も

の
で
あ

る
。

網
走
支
庁
管
内
に
は
先

に
記
し
た
ご
と
く
、
サ

ロ
マ
湖
や
能
取
湖
の
他
に
も
網
走
湖
を
は
じ
め
漁
業

上
重
要
な
湖
沼
が
他

に
も
あ
る
が
、
制
限
枚
数

が
近
づ

い
て
来
た
の
で
、
小
向
湖
で
永
久
湖
口
の
確
保

と
湖
内
漁
場
環
境
の
整
備
を
目
的

に
、
昭
和
五
十
二
年
か
ら
浅
海
漁
場
開
発
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
記
し
て
、
他

の
湖
沼
に

つ
い
て
は
後

日
機
会
が
あ
れ
ば
説

明
す
る
こ
と
に
す

る
。

終
り
に
今
回
の
紹
介
文
を
書
く

に
当

っ
て
、
網
走
水
産
試
験
場

で
行

っ
た
調
査
資
料
並
び
に
報
告
書

を
始
め
多
く

の
論
文
、
図
書

、
報
告
書

を
参
考
と
し
た
が
文
献
を
挙
げ
る
ス
ペ
ー
ス
が
な

い
の
で
割
愛

す
る
。
場
員
に
は
資
料

の
提
供
や
智
恵

を
貸
し
て

い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
網
走
市
役
所
水
産
漁
課
課
長

・

成
田
公
義
氏
と
サ

ロ
マ
湖
養
殖
漁
業
協
同
組
合

・加
藤
重
信
氏
か
ら
は
貴
重
な
資
料
の
提
供
を
受
け
た
。

記
し
て
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
る
。

(北
海
道
立
網
走
水
産
試
験
場
)
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